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令
和
八
年
六
月
三
十
日

第

七

百

七

号

増

刊

②

　
　
　
　

規

則
（
第
四
十
一
号

－

第
四
十
三
号
）

○
福
岡
県
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
別
表
第
三
第
二
号
の
規
定
に

　

基
づ
く
宿
泊
費
基
準
額
を
定
め
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
子
育
て
支
援
課
）
…
…
…
…
…
三

　

福
岡
県
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
三
条
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
十
七
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　

条
例
第
十
七
条
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
額
は
、
別
表
第
四
の
宿
泊
費
基
準
額
表
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

　

第
十
五
条
第
一
項
中
「
方
法
と
」
を
「
方
法
と
し
、
旅
行
命
令
権
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
運

送
の
み
で
は
旅
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
る
と
き
は
、
現
に
運
送
を
行
つ
た
各
号
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
額
の
合
計
額
と
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
た
だ
し
書
中
「
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額

」
を
「
取
得
し
た
見
積
額
」
に
改
め
、
「
と
す
る
」
の
下
に
「
（
現
に
運
送
を
行
つ
た
各
号
の
規
定
に

よ
り
算
定
し
た
額
を
合
計
す
る
場
合
に
あ
つ
て
、
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
額
と
合
計
す
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
二
十
一
条
中
「
別
表
第
四
、
別
表
第
五
及
び
別
表
第
六
」
を
「
別
表
第
五
、
別
表
第
六
及
び
別
表

第
七
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
の
五
の
項
、
八
の
項
及
び
九
の
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
る

。
　

別
表
第
三
中
「第

十
三
条
関
係

」
を
「第

十
二
条
関
係

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
六
を
別
表
第
七
と
し
、
別
表
第
五
を
別
表
第
六
と
し
、
別
表
第
四
を
別
表
第
五
と
し
、
別
表

第
三
の
次
に
次
の
表
を
加
え
る
。

別
表
第
四
（
第
十
三
条
関
係
）

　
　

宿
泊
費
基
準
額
表区　

　

分

宿
泊
費
基
準
額
（
一
夜
に
つ
き
）

北
海
道

一
五
、
〇
〇
〇
円

青
森
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

岩
手
県

一
〇
、
〇
〇
〇
円

宮
城
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

秋
田
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

山
形
県

一
〇
、
〇
〇
〇
円

福
島
県

九
、
〇
〇
〇
円

茨
城
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

栃
木
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

群
馬
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

埼
玉
県

一
六
、
〇
〇
〇
円

千
葉
県

一
七
、
〇
〇
〇
円

東
京
都

二
一
、
〇
〇
〇
円

神
奈
川
県

一
六
、
〇
〇
〇
円

新
潟
県

一
六
、
〇
〇
〇
円

富
山
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

石
川
県

一
〇
、
〇
〇
〇
円

目

次
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福
井
県

一
〇
、
〇
〇
〇
円

山
梨
県

一
三
、
〇
〇
〇
円

長
野
県

一
三
、
〇
〇
〇
円

岐
阜
県

一
三
、
〇
〇
〇
円

静
岡
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

愛
知
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

三
重
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

滋
賀
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

京
都
府

二
〇
、
〇
〇
〇
円

大
阪
府

一
六
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
県

一
七
、
〇
〇
〇
円

奈
良
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

和
歌
山
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

鳥
取
県

九
、
〇
〇
〇
円

島
根
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

岡
山
県

一
四
、
〇
〇
〇
円

広
島
県

一
四
、
〇
〇
〇
円

山
口
県

九
、
〇
〇
〇
円

徳
島
県

一
〇
、
〇
〇
〇
円

香
川
県

一
五
、
〇
〇
〇
円

愛
媛
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

高
知
県

一
二
、
〇
〇
〇
円

福
岡
県

一
七
、
〇
〇
〇
円

佐
賀
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

長
崎
県

一
三
、
〇
〇
〇
円

熊
本
県

一
四
、
〇
〇
〇
円

大
分
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

宮
崎
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

鹿
児
島
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

沖
縄
県

一
一
、
〇
〇
〇
円

　
　

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
別
表
第
三
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
宿
泊
費
基
準

額
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
別
表
第
三
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く　
　
　

　
　
　

宿
泊
費
基
準
額
を
定
め
る
規
則

　

福
岡
県
特
別
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
条
例
第
十
七
号
）
別
表
第
三
第

二
号
の
規
定
に
基
づ
く
宿
泊
費
基
準
額
を
別
表
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表

区　
　

分

宿
泊
費
基
準
額
（
一
夜
に
つ
き
）

知
事

副
知
事

そ
の
他
の
特
別
職

北
海
道

三
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

青
森
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

岩
手
県

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

宮
城
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

秋
田
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

山
形
県

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

福
島
県

一
八
、
〇
〇
〇
円

一
二
、
〇
〇
〇
円

茨
城
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

栃
木
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

群
馬
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

埼
玉
県

三
二
、
〇
〇
〇
円

二
一
、
〇
〇
〇
円

千
葉
県

三
四
、
〇
〇
〇
円

二
二
、
〇
〇
〇
円

東
京
都

四
二
、
〇
〇
〇
円

二
七
、
〇
〇
〇
円

神
奈
川
県

三
二
、
〇
〇
〇
円

二
一
、
〇
〇
〇
円

新
潟
県

三
二
、
〇
〇
〇
円

二
一
、
〇
〇
〇
円

富
山
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

石
川
県

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

福
井
県

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

山
梨
県

二
六
、
〇
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円
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長
野
県

二
六
、
〇
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

岐
阜
県

二
六
、
〇
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

静
岡
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

愛
知
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

三
重
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

滋
賀
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

京
都
府

四
〇
、
〇
〇
〇
円

二
六
、
〇
〇
〇
円

大
阪
府

三
二
、
〇
〇
〇
円

二
一
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
県

三
四
、
〇
〇
〇
円

二
二
、
〇
〇
〇
円

奈
良
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

和
歌
山
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

鳥
取
県

一
八
、
〇
〇
〇
円

一
二
、
〇
〇
〇
円

島
根
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

岡
山
県

二
八
、
〇
〇
〇
円

一
八
、
〇
〇
〇
円

広
島
県

二
八
、
〇
〇
〇
円

一
八
、
〇
〇
〇
円

山
口
県

一
八
、
〇
〇
〇
円

一
二
、
〇
〇
〇
円

徳
島
県

二
〇
、
〇
〇
〇
円

一
三
、
〇
〇
〇
円

香
川
県

三
〇
、
〇
〇
〇
円

二
〇
、
〇
〇
〇
円

愛
媛
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

高
知
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

福
岡
県

三
四
、
〇
〇
〇
円

二
二
、
〇
〇
〇
円

佐
賀
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

長
崎
県

二
六
、
〇
〇
〇
円

一
七
、
〇
〇
〇
円

熊
本
県

二
八
、
〇
〇
〇
円

一
八
、
〇
〇
〇
円

大
分
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

宮
崎
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

鹿
児
島
県

二
二
、
〇
〇
〇
円

一
四
、
〇
〇
〇
円

沖
縄
県

二
四
、
〇
〇
〇
円

一
六
、
〇
〇
〇
円

　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定

し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
規
則
第
四
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

（
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則

第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
三
十
五
人
」
を
「
三
十
人
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

。５　

第
二
項
各
号
及
び
第
三
項
第
二
号
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

者
に
つ
い
て
は
、
一
人
に
限
っ
て
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務
す
る
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
、
言
語
聴
覚
士
、
心
理
担
当
職
員
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
の
規

定
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
若
し
く
は
大
学
院
に
お
い
て
、
心
理
学
を
専
修
す
る
学

科
、
研
究
科
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
個
人
及
び
集

団
心
理
療
法
の
技
術
を
有
す
る
も
の
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

を
い
う
。
）
又
は
障
が
い
児
の
療
育
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
障
が
い

児
の
療
育
の
指
導
を
行
う
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
か
つ
、
子
育
て
に
関
す
る
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
（
以
下
「
特
定
理
学
療
法
士
等
」
と

い
う
。
）
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
理
学
療
法
士
等
は
、
補
助
者

と
し
て
従
事
す
る
場
合
を
除
き
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
に
従
事
し
て
は
な
ら
ず
、
当
該
特
定

理
学
療
法
士
等
が
保
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
者
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
五
条
第
二
項
の
表
一
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
」
を
削
る
。

　

附
則
第
三
項
中
「
主
幹
養
護
教
諭
」
の
下
に
「
、
主
務
養
護
教
諭
」
を
加
え
る
。

　

附
則
第
七
項
の
表
附
則
第
三
項
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
三
条
第
五
項
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
よ
り
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
保
育

士
の
資
格
を
有
す
る
者

特
定
理
学
療
法
士
等

　

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８　

第
三
条
第
五
項
及
び
附
則
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
理
学
療
法
士
等
及
び
看
護
師
等
の
い
ず

れ
も
が
保
育
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
看
護
師
等
が
保
育
を
行
う
に
当
た
っ
て
当
該
認
定
こ
ど
も

園
の
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
（
同
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
支
援
を
行
う
も
の
を
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除
く
。
）
に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部

改
正
）

第
二
条　

福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（

令
和
六
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
の
見
出
し
を
削
り
、
同
項
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
経
過
措
置
）
」
を
付
し
、
同

項
中
「
当
分
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、

適
用
」
を
「
（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
（
満
三
歳

以
上
満
四
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
数
に
関
す
る
基
準
に
限
る

。
）
は
、
適
用
」
に
、
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
は
、
こ
の
」
を
「
（
次
項
に
お
い
て
「
旧

規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
（
満
三
歳
以
上
満
四
歳
未
満
の
子
ど
も
に
対
す

る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
数
に
関
す
る
基
準
に
限
る
。
）
は
、
こ
の
」
に
改
め
、
同
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
配
置
の
状
況
に
鑑
み
、
教
育
及
び
保
育
の

提
供
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
分
の
間
、
新
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
（
満
四
歳
以
上
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
数
に
関
す
る
基
準
に

限
る
。
）
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旧
規
則
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
（

満
四
歳
以
上
の
子
ど
も
に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
に
従
事
す
る
者
の
数
に
関
す
る
基
準
に
限
る
。

）
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
お
い
て
も
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け
る
一
学
級
の
子
ど
も
の
数
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
認
定
こ
ど
も
園
の
認
定
要
件
に
関
す
る
条
例
施
行
規

則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。


